
 

  

 

 ブログでも福寿園の日々の様子をお伝えしています。コチラから⇒ http://www.fukujyukai.jp  
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美味しい献立 七夕のお食事 
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▲７月１７日（金） 

この日、白山市浄土寺の大窪住職をお招きし、

物故者追悼法要を行いました。 

今年は新型コロナウィルスの感染予防のた

め、規模を縮小し、密を避ける形で行いまし

た。お亡くなりになられた皆様の在りし日を

偲び、自身にもいずれ訪れるその時までの生

き方を考える機会となりました。 

▼ラーメンがお好きで、定期的に園から程近

いラーメン店に職員と一緒に通っていた入居

者様が、コロナウィルスの影響で、久しくラ

ーメンを食べることができていないというこ

とで、今回、特別に園でラーメンを提供させ

ていただきました。結果「いつものラーメン

に負けないくらい美味しい。」と大変喜んでい

ただけました。 

  

 

 



 

  

  

今回は、Ａフロア１ユニットの

高作房子様の夢プランをご紹介

します。高作様は、畑の時期に

なると、作物の植え付けのこと

がとても気になるそうです。そ

こで今回、職員と一緒に中庭に

茄子の苗を植えていただくこと

にしました。「土に触れている

と元気をもらって若返る気がす

るよ。立派な茄子が出来るよう

に頑張ってお世話しないといけ

ないね。」と意気込む高作様

は、もうすぐ１００歳を迎えら

れます。短い距離ではあります

が、ご自身で歩かれたり、日課

の水やりも欠かさないなど毎日

お元気にお過ごしです。夏には

立派な茄子を収穫して、みんな

で美味しくいただきたいです

ね。     （文責：宮本） 

このコーナーでは、毎回、フロ

アでの行事を中心に、入居者の

皆様の「素敵な笑顔」をお届け

していきます。 

今回Ａフロアでは、共同生活室

でカラオケ会を行いました。窓

を開けて換気を十分に行い、ま

た入居者様同士の距離にも配慮

した上で実施させて頂きまし

た。Ａフロアには歌がお好きな

方が多く、皆さんとても楽しん

でいらっしゃいました。 

新型コロナウィルスの影響で、

窮屈な生活を強いられがちです

が、園ではこれからも入居者の

皆様の好きなことが出来るよう

に工夫していきたいと思いま

す。     （文責：浅田） 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

特別養護老人ホーム福寿園 

〒924－0836 

石川県白山市山島台四丁目 100 番地 

ＴＥＬ 076-276-3545 ＦＡＸ 076-276-3759 

ＨＰアドレス http://www.fukujyukai.jp 

Ｅ－ｍａｉｌ  fukujyu@po.incl.ne.jp 

 

福寿会の理念 

「福祉の心を社会のために」 

私達は施設を利用される方の個人の尊厳を保持 

し、日々充実した生活を送られるよう支援します。 

施 設 長 通 信 美 味 し い 献 立 

８ 月 の 予 定 

３日 （月） 花火会 19：00 

４日 （火） 暑気払い 昼食 

５日 （水） 単館映画福寿座 14：00 

７日 （金） 喫茶ゆめ 14：00 

１３日 （木） ベーカリーふくふく 昼食 

２１日 （金） 鮎の塩焼き会 昼食 

２７日 

Niti 

日 

（木） ほがらか酒場 14：30 

 

フロア 手作りおやつ 活動日 

Ａ 6 日（木） 午後 20 日（木） 海岸ﾄﾞﾗｲﾌﾞ 14：00 

Ｂ 20 日（木） 午後 6 日（木） ドライブ 14：00 

手取 20 日（木） 午後 13 日（木） 未定 14：00 

加賀 20 日（木） 午後 6 日（木） 未定 14：00 

白山 19 日（水） 午後 20 日（木） スイカ割 14：00 

 

 

七夕のお食事 

この日は七夕にちなんだお食事を提供させ

ていただきました。【メニュー：ちらし寿司、

茶わん蒸し、そうめん、すいか】 

ちらし寿司の錦糸卵、そしてそうめんは天の

川に見立てています。またそうめんを食べる

のは無病息災を願う意味もあるそうです。 

福寿園の新しい生活様式へのチャレンジ 
毎月、福寿園の新しい生活様式をお伝えするにあ

たっては、コロナウィルスの話に通じることとなり

ますが、今や、これは良くも悪くも時候の挨拶とな

っているかもしれません。感染者の数が減り始め、

自粛が解除され、人の往来が頻繁になり、そして、

また感染者の数に動きが出てくる。これは、生活の

中で、もはや仕方のないことではないでしょうか。

そんな風に感じるくらい長期の課題となっていま

す。 

今、私達に求められていることは、まだ、得体の

知れないこのウイルスを理解し、恐れず、自分達が

どうすれば感染しないか、利用者の命を守れるか、

そして、上手に付き合う術を身につけることだと思

います。対策として始めたことのひとつとして、毎

朝の検温時に血中酸素飽和度を測定し、コロナウィ

ルスがもたらす肺疾患の異常をいち早く発見し、ま

ず命の危険からの回避、そして、感染拡大を防ぐ指

標とすることを目的としています。そのおかげでし

ょうか、幸いにも利用者の皆様はお元気です。入院

数も例年に比べ少ない状態です。私達の観察視点を

研ぎ澄まさせてくれているのかもしれません。 

利用者の皆様がお元気ですので、いよいよ今年も

夏祭りを楽しんでいただきたいと思います。残念な

がらご家族様、近隣の地域の皆様とはご一緒できま

せんが、例年に負けないくらいの勢いで準備が進ん

でいます。ボランティアの皆さんの協力も得られな

いので、職員がすべて担います。模擬店、アトラク

ションと楽しみながら準備が進んでいます。 

イベント開催にもきちんとガイドラインに添い、

感染対策に配慮した流れがあります。 

規模縮小のなかでも、決して手を抜くことをせ

ず、打ち合わせを重ねて準備をしている職員達に元

気をもらっています。福寿園はコロナに負けていま

せん。そんな姿に万が一のことがあっても、きちん

と対応ができ、乗り切っていけると確信を持たせて

くれる職員達です。また、差別や偏見などと戦って

いる人たちがいる中、福寿園の職員達のコロナを怖

がらない姿勢は差別や偏見をもたない風土を確実に

築いています。それが「福祉の心」です。都市部で

はまたアラートが鳴る勢いです。まだまだ先は続き

ますが、見えてきたとも言えるかとも思っていま

す。精いっぱい夏祭り楽しんでいただけますように

職員一同がんばります。 

（文責：施設長 端 久美） 

 

 


